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実 験 成 績
剥離カテス トではコラーゲンを合成高分子か
ら剥離するのには 1000gr/cm の力を要 し,両
者が硬 く結合 していることがわかった｡水中浸
















昭和51.3 コラ-ゲン合成高分 f･複合体の医学的応用 - 57-
写真 1. 西部皮下組織に埋人し, 1週間後に嫡出した断面写真コラーゲンコー
ティング側に隼体組織が付帯しているがズレが認められるし
写真2.背部皮 F組織に理入し, 2週間後に摘出,はが した表面写真線維芽細
胞がならんでいるし
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写真 3.背部皮下組織に埋入 し, 4週間後に摘Hl.した断面写真ズレは認められ
ない｡








ない側には組織の付着は認 め られない｡ しか
し,生体組織とコラーゲン層の問には,固定,
乾燥操作による組織の収縮のため,断層が生 じ
ており,両者の接着がまだ弱いことがわかる｡
2週間後には両者の接着がやや強 くなるが走
査型電顕で断面をみると,まだ断層が残 ってい
る｡この断層の部分を無理にはがしてフイルム
表面をみると,多数の線維芽細胞が認められる｡
3週間後になると両者の接着は強 く,断面を
みても固定乾燥による断層はもはや認められな
い｡フイルムを生体組織から無理にはがして,
その表面をみると横紋をもった勝原線維束が密
に積みかさなっているのが認められ,細胞成分
はほとんど認められなくなっている｡
その後は4週間, 6週間後と時間が経つにつ
れて,生休組織側に新生された腰原線維束は太
く成長し,1000Åから太いものでは 10ILにま
で達 し,フイルムと庄体組織との接着は強くな
っていく｡ 無理に剥離すると生体組織間に亀裂
を互 じて剥 離される｡
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考案およびまとめ
以上の成績から,我々のコラーゲン合成高分
子複合体は生体との適合性が極めて良好で,長
期の代用を目的として埋込まれる人工臓器の材
料としては,す ぐれた特徴をもっており,今後,
色々の応用法が考えられる｡人工骨,人工胸壁
など欠損部の補てん材としてのみならず,人工
気管,人工血管,などの固定材など応用範岡は
広い｡また,コラーゲンと合成高分子との混合
形態を変化させることによって,適合性をさら
に増加させ得る可能性もあり,さらに応用範囲
はひろがるものと考えられる｡
なお,合成高分子に結合されたウシコラーゲ
ンが,単に吸収されるだけなのか,生体に利用
されて経線形成に何 らかの役割をはたしている
のかという点,ひいては,一度形成されたコラ
ーゲン合成高分子複合体 と生体組織 との結合
が,長期間の間にどのように変化 していくのか
という点については,今後さらに検討を加える
必要があると考える｡
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